
 

 

波
郷 

記
念
館 

だ
よ
り 

         
 

 

第
二
〇
回
石
田
波
郷
記
念
「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会 

 
 

 
 

 
 

 

受
賞
作
品
決
定
い
た
し
ま
し
た 

 

石
田
波
郷
記
念
「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会
は
、
今
年
で
二
〇
回
目

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
三
〇
三
名
、
六
〇
五
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

上
田
日
差
子
（
ひ
ざ
し
）

先
生
、
岸
本
尚
毅
先
生
、
鈴
木
し
げ
を
先

生
、
德
田
千
鶴
子
先
生
、
能
村
（
の
む
ら
）
研
三
先
生
に
よ
る
選
考
で
、

は
こ
べ
ら
賞
、
石
田
波
郷
記
念
館
賞
、
特
選
、
入
選
の
各
賞
が
決
定

し
、
三
月
一
四
日
（
日
）
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
授
賞
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
こ
べ
ら
賞 

 
 
 
 

波
郷
忌
や
胸
の
な
か
に
も
風
の
音 

 

小
松
丈
夫 

  

上
田
日
差
子
先
生
特
選
、
德
田
千
鶴
子
先
生
入
選
、
能
村
研
三
先

生
に
よ
り
、
は
こ
べ
ら
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
上
田
日
差
子
先
生
講
評
】 

 
 

波
郷
は
胸
に
空
洞
が
で
き
る
病
に
苦
し
ま
れ
た
。
呼
吸
に
「
風

の
音
」
を
聞
く
の
は
辛
い
こ
と
。
ま
た
、「
胸
」
を
「
胸
中
」（
心

中
）
と
捉
え
て
考
え
れ
ば
、
空
虚
な
思
い
を
「
風
の
音
」
だ
と
把

握
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

石
田
波
郷
記
念
館
賞 

色
鳥
や
こ
こ
に
も
水
の
湧
く
処 

 
 

重
山
陽
子 

 

上
田
日
差
子
先
生
特
選
、
鈴
木
し
げ
を
先
生
入
選
に
よ
り
、
石
田

波
郷
記
念
館
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
上
田
日
差
子
先
生
講
評
】 

 
 

場
所
は
定
か
で
は
な
い
が
、
絶
え
ず
水
が
湧
く
池
を
巡
っ
て
い

る
。
そ
の
水
の
清
ら
か
さ
を
賞
で
て
い
る
と
「
色
鳥
」
を
見
つ
け

た
の
で
あ
る
。
色
鳥
の
美
し
さ
と
湧
水
の
潤
い
が
見
事
に
重
な
っ

た
。 

 

 

  
 

第５１号 



 

 

 
 
 

 「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会
と
石
田
波
郷 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会
の
名
称
は
、
波
郷
の
句 

は
こ
べ
ら
や
焦
土
の
い
ろ
の
雀
ど
も 

 

（
句
意
）
は
こ
べ
ら
が
萌
え
は
じ
め
、
そ
こ
に
焦
土
の
色
を
し
た 

雀
た
ち
が
降
り
て
来
た
。
焦
土
と
な
っ
た
地
に
も
平
和
な 

時
代
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

季
語
の
「
は
こ
べ
ら
」
は
、
春
の
七
草
の
一
つ
で
、
路
傍
な
ど
あ

ち
こ
ち
で
自
生
し
て
い
ま
す
。 

「
は
こ
べ
ら
や
」
句
は
句
集
『
雨
覆
』（
あ
ま
お
お
い
）（
昭
和
二
三
年

刊
）
の
な
か
の
一
句
で
す
。 

本
集
は
、
波
郷
が
昭
和
二
○
年
よ
り 

二
二
年
ま
で
に
詠
ん
だ
二
七
○
句
を 

収
め
た
も
の
で
す
。 

後
記
で
、
波
郷
が
「
江
東
焦
土
に
て
」 

と
記
す
よ
う
に
、
当
時
の
江
東
区
北
砂 

は
ま
だ
焼
け
野
原
の
状
態
で
し
た
。 

 

 

波
郷
に
は
多
く
の
焦
土
諷
詠
の 

句
が
あ
り
ま
す
。「
は
こ
べ
ら
や
」 

句
も
春
の
焦
土
の
情
景
が 

詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

波
郷
自
筆 

 
 
 

「
は
こ
べ
ら
や
」
句
色
紙 

 
 

 
 

 

（
石
田
波
郷
記
念
館
蔵
） 

               

第
二
○
回
「
は
こ
べ
ら
」
俳

句
大
会
句
集
を
砂
町
文
化
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
販
売
し
て
い

ま
す
。 

一
冊
五
〇
〇
円 

 

はこべらすずめ 

 

 

 
句集『雨覆』※展示中 

昭和 34年（1959）、 

「はこべらや」句碑が、 

波郷の住んだ江東区 

北砂の妙久寺に 

建てられました。 



 

 

 
 
 

 

波
郷
の
す
ご
し
た
砂
町 

  

波
郷
が
城
東
区
北
砂
町
（
現
・
江
東
区
北
砂
）
に
転
居
し
た
の
は
、

昭
和
二
一
年
三
月
で
す
。
そ
の
後
一
二
年
間
住
み
ま
し
た
。
波
郷
は

砂
町
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
呼
び
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

波
郷
が
砂
町
に
つ
い
て
綴
っ
た
随
想
か
ら
は
、
砂
町
の
光
景
と
砂

町
へ
の
思
い
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

「
砂
町
ず
ま
ひ
」
よ
り 

  

▼ 

私
が
砂
町
に
住
む
や
う
に
な
つ
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
三

月
、
ま
だ
蕭
条
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
）

た
る
焼
野
原
に
バ
ラ
ツ
ク
が

点
々
と
散
ら
ば
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
草
の
中
か
ら
蛇
口
の

こ
は
れ
た
水
道
が
水
を
噴
い
て
ゐ
た
。
地
下
室
の
焼
跡
に
は

水
が
溜
つ
て
、
蛙
が
か
い
か
い
と
鳴
い
て
ゐ
た
。 

  

▼ 
 

砂
町
に
住
む
や
う
に
な
つ
て
少
し
歩
い
て
み
る
と
運
河
が 

実
に
多
い
。
そ
し
て
そ
の
堤
よ
り
も
町
の
方
が
低
い
の
で
あ

る
。 

 
 
 
 

 

坂
な
し
て
橋
光
り
た
り
降
り
出
す
雪 

 
 
 
 

 

穂
草
波
橋
は
坂
な
し
又
坂
な
す 

 
 
 
 

 

秋
草
や
焼
跡
は
川
ま
た
運
河 

 
 
 
 

 

雪
敷
け
る
町
よ
り
高
し
小
名
木
川 

 
 

 

な
ど
の
句
の
通
り
で
、
橋
は
高
い
川
を
越
え
る
為
に
坂
を
な

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

 

「
第
二
の
故
郷
」
よ
り 

  

▼ 

昭
和
二
十
一
年
三
月 

十
日
の
朝
私
た
ち
は
焼
失 

し
て
石
階
や
礎
石
ば
か
り 

と
な
つ
た
志
演
（
し
の
ぶ
） 

神
社
と
妙
久
寺
の
間
の 

孤
屋
に
越
し
て
き
た
。 

 ▼ 

南
北
砂
町
の
荒
野
の
や
う
な
町
に
、
土
地
の
人
々
が
あ
ら 

ゆ
る
困
難
に
耐
へ
な
が
ら
新
し
い
町
作
り
を
つ
ゞ
け
て
ゆ
く
、 

は
げ
し
い
生
活
力
を
眺
め
な
が
ら
、
私
は
私
な
り
の
充
実
を 

砂
町
の
生
活
の
中
に
得
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

  
▼ 

江
東
歳
時
記
の
遍
歴
を
通
じ
て
江
東
と
い
ふ
土
地
の
風
物

人
情
に
広
く
長
く
接
し
て
、
私
は
自
分
自
身
も
は
や
江
東
の

人
間
以
外
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
充
分
に
知
ら
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

※
「
江
東
歳
時
記
」
波
郷
が
取
材
し
た
俳
句
と
写
真
の
随
想
。  

志演尊空神社 



 

 

                       

― 砂町で吟行＆句会を開いてみませんか ― 

【施設のご案内】～句会に～ 

砂町文化センターでは、「会議室」などの施設をお貸出ししております 

（有料）。 

センターには、「石田波郷記念館」、「砂町図書館」が併設されています。 

  図書館には俳句関連図書コーナーもあります。 

 

               

 

 

 

 

 

【周辺のご案内】～吟行に～ 

文化センターの周辺には、石田波郷も歩いた妙久（みょうきゅう）寺や志演

（しのぶ）尊空神社、JR貨物小名木川（おなぎがわ）線などがあります。 

また、少し足を延ばしていただくと、小名木川や仙台堀川親水公園、江

戸時代に建てられた旧大石家住宅（江東区指定文化財）など散策をお楽

しみいただけます。 

 

【会議室を利用するには】 

  ３か月前の３日午後１時から、お電話で予約をお受け付けいたします。 

   （例えば、４月３日午後１時からは、７月分の受付を開始します。） 

  詳しくは、砂町文化センターホームページをご覧いただくか、お電話に

てお問い合わせください。 

  江東区砂町文化センター ０３（３６４０）１７５１ 

   開館時間 ９～２２時（電話予約・料金等取扱は２１時まで） 

砂町文化センターニュース VOL.5１ 
  

 

             石田波郷記念館 

 
           第 1会議室 


